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井
上

豊
太
郎

石
山
法
難
と
釋
春
頓

( )1

本
願
寺
の
顯
如
上
人
が
石
山
に
立
て
こ
も
っ
て
、
剛
勇
を
以
て
東
海
に
き
こ
ゑ
た
織
田
信
長
を
前
後
十
一
年
に
亘
っ
て
苦
し

め
、
遂
に
勅
使
を
蒙
っ
て
和
睦
し
た
と
い
ふ
史
上
無
類
の
俗
僧
戰
爭
を
、
本
願
寺
の
方
で
は
石
山
法
難
と
称
し
て
居
り
、
こ

の
時
の
法
主
顯
如
上
人
を
中
興
蓮
如
上
人
・
覺
如
上
人
・
本
如
上
人
と
四
人
並
べ
て
本
願
寺
の
方
で
は
、
特
別
の
尊
信
が
払

は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
顯
如
上
人
の
石
山
法
難
に
は
紀
州
の
門
徒
が
数
多
く
馳
せ
参
じ
て
、
上
人
の
馬
前
に
法
燈

髙
く
か
ゝ
げ
て
僧
兵
の
働
き
を
な
し
、
叡
山
で
も
ど
こ
で
も
用
捨
な
し
に
焼
き
払
ふ
と
い
ふ
、
果
断
の
勇
將
織
田
信
長
を
僻

易
せ
し
め
た
次
第
で
あ
る
が
、
其
の
中
に
産
湯
（
比
井
崎
村
）
の
西
教
寺
三
代
が
あ
る
。
題
に
掲
げ
た
釋
春
頓
之
で
あ
る
。

( )2

釋
春
頓
わ
西
教
寺
の
第
三
代
で
あ
っ
て
、
そ
の
祖
を
與
兵
衞
と
云
ひ
、
蓮
如
上
人
巡
錫
の
折
に
皈
依
し
た
篤
信
者
で
、
蓮
如

上
人
直
筆
の
名
号
い
た
だ
い
て
所
持
し
て
居
っ
た
由
で
あ
る
。
春
頓
顯
如
上
人
の
召
に
応
じ
て
石
山
法
難
に
赴
き
、
数
次
の

合
戰
に
功
名
を
顯
し
た
が
、
遂
に
武
運
拙
く
し
て
上
人
の
馬
前
に
討
死
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
春
頓
祖
考
伝
来
の

蓮
如
上
人
の
染
筆
名
号
を
首
に
か
け
て
奮
戰
し
た
ら
、
或
時
そ
の
名
号
の
南
無
の
二
字
が
き
ら
れ
て
身
代
り
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
顯
如
上
人
が
そ
の
切
ら
れ
た
部
分
を
書
き
足
さ
れ
た
、
書
き
足
し
の
名
号
と
い
ふ
も
の
が
、
今
の
什
宝
と
な
つ

て
ゐ
る
。
さ
て
春
頓
討
死
に
の
砌
に
顯
如
上
人
か
ら
西
教
寺
へ
飛
脚
が
立
っ
て
、
顯
如
上
人
直
筆
の
法
名
が
本
人
に
代
っ
て

皈
っ
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。
此
の
顯
如
上
人
直
筆
の
法
名
書
は
今
同
寺
の
宝
物
と
な
っ
て
居
り
、
小
さ
い
茶
掛
け
用
の
巻
物

に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
わ

釋

春

頓

天
正
五
年
九
月
朔
日

花
押

顯

如

と
記
さ
れ
て
居
る
。( )3

今
度
本
願
寺
で
顯
如
上
人
の
三
百
五
十
回
忌
を
嚴
修
さ
れ
る
に
つ
き
、
石
山
法
難
に
功
労
あ
っ
た
人
達
の
後
裔
が
祖
先
の
功

労
を
顯
彰
せ
ら
れ
た
の
で
、
西
教
寺
で
も
春
頓
十
三
代
後
裔
浮
津
眞
海
老
師
が
本
山
に
の
ぼ
っ
て
表
彰
を
受
け
て
来
ら
れ
た

次
第
で
あ
っ
た
。
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( )4

本
願
寺
で
は
此
の
顯
彰
の
席
上
、
石
山
法
難
に
関
係
の
あ
る
書
画
・
古
器
等
を
か
ざ
っ
て
御
被
顯
彰
者
達
に
天
覧
せ
し
め
、

、

、

こ
れ
を
石
山
芳
躅
と
し
て
頌
與
し

又
別
に
天
平
寫
の
香
盆
一
対
・
石
山
和
睦
の
際
に
信
長
が
顯
如
上
人
に
贈
っ
た
と
い
ふ

一
文
字
瀬
戸
茶
碗
一
ヶ
を
模
造
し
て
記
念
と
し
て
贈
ら
れ
た
由
で
、
此
の
程
途
中
西
教
寺
に
立
ち
寄
り
清
談
の
砌
に
見
せ
て

も
ら
っ
て
、
つ
ぶ
さ
に
拝
見
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
流
石
に
本
願
寺
さ
ん
は
違
ふ
な
と
思
は
し
め
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。

( )5

石
山
芳
躅
と
題
す
る
寫
眞
帳
を
被
見
す
る
と
頭
が
さ
が
る
。
宸
翰
で
後
柏
原
天
皇
の
御
製
歌
の
幅
・
後
奈
良
天
皇
の
御
製
歌

・
御
正
親
天
皇
の
御
手
翰
、
詩
歌
巻
・
後
陽
成
天
皇
の
御
製
歌
・
後
奈
良
天
皇
女
房
奉
書
等
お
よ
び
尊
鎭
親
皇
・
法
親
皇
・

尊
円
法
親
皇
等
の
御
宸
筆
の
幅
が
展
べ
ら
れ
て
ゐ
て
、
自
ら
頭
が
さ
が
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
御
書
に
は
夫
成
の
お
の
づ

か
ら
な
る
御
気
韻
が
文
字
の
上
に
躍
動
し
て
ゐ
て
、
拜
觀
し
て
ゐ
る
間
に
自
ら
頭
が
さ
が
っ
て
来
る
。
そ
の
御
威
容
に
う
た

れ
る
の
で
あ
る
。

( )6

西
教
寺
の
浮
津
眞
海
老
師
は
、
俗
臭
の
多
い
眞
宗
の
寺
院
に
あ
っ
て
脱
俗
の
僧
侶
で
あ
っ
て
、
つ
き
合
っ
て
ゐ
て
す
こ
ぶ
る

感
銘
を
う
け
る
。
刀
を
ふ
る
っ
て
篆
刻
や
ら
る
ゝ
面
白
い
人
で
あ
る
の
で
、
所
要
の
途
中
訪
問
し
て
こ
の
記
念
品
を
拝
見
し

た
の
で
、
即
ち
此
の
記
事
を
物
し
た
の
で
あ
る
。

終

（
西
教
寺
は
比
井
崎
村
産
湯

･
･
･
･
･
･
･
･

昭
和
十
六
年
五
月
十
五
日
及
十
六
日
の
両
日
に
亘
り
紀
州
日
報
に
寄
稿
）

井
上

豊
太
郎

栗
本
家
に
有
す
る
加
納
諸
平
文
献

江
川
の
栗
本
家
わ
瀬
見
善
水
の
縁
辺
で
あ
る
。
先
代
源
三
郎
氏
わ
奇
骨
稜
々
た
る
人
で
あ
っ
た
が
、
當
主
良
太
郎
氏
わ
温
良

の
君
子
で
あ
る
。
こ
の
栗
本
家
に
瀬
見
善
水
伝
来
の
加
納
諸
平
文
献
の
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
、
先
代
生
存
中
か
ら
承
知

し
て
居
っ
た
。

私
は
源
三
郎
氏
生
存
中
に
こ
れ
を
整
理
す
べ
く
約
束
し
て
居
っ
て
、
遂
に
そ
の
約
を
果
さ
ず
冥
土
へ
行
っ
て
御
わ
び
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
。
処
が
、
今
度
侍
医
医
斈
博
士
西
川
義
方
氏
が
、
余
暇
に
加
納
諸
平
等
郷
土
歌
人
の

研
究
を
思
い
立
た
る
ゝ
に
至
っ
た
の
で
、
わ
れ
等
も
こ
れ
に
協
力
し
て
所
謂
縁
の
下
の
力
持
を
す
べ
く
心
が
く
る
に
至
り
、
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即
ち
栗
本
家
所
藏
の
諸
平
文
献
を
借
り
う
け
て
寫
す
事
に
し
た
の
で
あ
る
。
幸
に
當
主
良
太
郎
氏
が
快
く
借
免
を
ゆ
る
さ
れ

た
の
で
、
斈
問
研
究
上
に
便
宜
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
栗
本
家
に
存
す
る
加
納
諸
平
の
文
献
は
、
主
と
し
て

瀬
見
善
水
と
柿
園
と
の
往
復
書
簡
で
、
他
に
見
ら
れ
ざ
る
貴
重
な
資
料
で
、
し
か
も
そ
れ
が
大
方
歌
に
関
す
る
往
復
で
あ
る

所
に
、
當
時
の
歌
人
の
生
活
を
髣
髴
せ
し
む
る
も
の
が
あ
り
、
善
水
翁
が
先
師
諸
平
翁
よ
り
手
束
と
し
て
珍
藏
の
も
の
で
、

全
部
で
六
巻
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
私
方
が
同
家
か
ら
借
り
受
け
て
来
た
の
は
全
部
で
八
巻
で
あ
る
が
、
内
二
巻
は
伊
達
千
広

そ
の
他
の
手
束
ら
し
く
あ
る
。
こ
れ
ま
た
珍
重
す
べ
き
資
料
で
あ
り
、
私
共
と
し
て
わ
ま
こ
と
に
こ
の
文
献
が
栗
本
家
に
保

存
せ
ら
れ
あ
り
し
事
に
深
く
感
謝
を
捧
げ
た
い
の
で
あ
る
。

こ
の
資
料
が
西
川
博
士
の
手
で
研
究
せ
ら
れ
る
時
、
そ
こ
に
諸
平
の
研
究
に
新
生
命
を
開
く
こ
と
に
な
る
こ
と
明
瞭
で
、
私

は
今
新
緑
の
窓
下
に
貧
乏
な
生
活
と
戰
ひ
つ
ゝ
懸
命
に
な
っ
て
、
読
み
に
く
い
昔
の
人
の
書
い
た
手
紙
を
よ
み
な
す
の
に
骨

を
折
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

地
方
の
古
文
化
を
啓
発
す
る
こ
と
は
時
節
柄
有
意
義
で
あ
り
、
天
が
私
共
に
與
へ
た
使
命
と
信
ず
る
が
故
に
、
コ
ツ
コ
ツ
と

し
て
こ
の
下
積
的
整
備
の
仕
事
に
從
事
す
る
の
み
で
あ
る
。

(

昭
和
十
七
年
五
月
十
四
日

紀
州
新
報
所
載)

西
内
原
校

湯
川
生

由
緒
古
き
小
中
王
子
神
社
に
就
て

( )1

大
字
小
中
の
車
出
・
高
家
と
境
す
る
小
丘
、
桧
樹
能
く
森
を
な
す
処
、
こ
れ
小
中
王
子
神
社
な
り
。
祭
神
は
国
常
立
命
・
伊

弉
諾
命
・
伊
弉
冉
命
・
天
照
大
神
・
瓊
々
杵
命
の
五
柱
に
し
て
、
氏
子
は
小
中
五
十
余
戸
な
り
。
當
社
の
創
建
た
る
や
実
に

上
古
に
し
て
郡
内
そ
の
比
を
見
ず

「
西
内
原
村
郷
土
誌
」
或
は
社
伝
に
よ
れ
ば
、
紀
元
七
百
三
十
八
年
第
十
二
代
景
行
天

。

皇
の
八
年
八
月
、
こ
の
地
の
住
人
白
井
市
作
と
云
ふ
も
の
近
辺
よ
り
現
祭
神
を
勧
請
し
て
此
の
地
に
祀
る
。
こ
れ
抑
々
小
中

神
社
の
発
詳
に
し
て
、
実
に
今
よ
り
一
千
八
百
六
十
二
年
前
の
こ
と
な
り
。
さ
れ
ど
日
髙
郡
誌
に
從
へ
ば
「
景
行
天
皇
の
八

？
祥

年
初
め
て
當
所
に
奉
祀
し
て
以
来
幾
多
の
歳
月
を
経
て
大
同
三
年
再
建
す
」
と
い
へ
る
は
如
何
か
と
思
は
れ
ざ
る
に
あ
ら
ね

ぞ
、
最
初
は
墳
上
に
祠
を
設
け
て
そ
の
埋
葬
者
を
祀
り
、
後
今
の
祭
神
を
他
よ
り
勧
請
し
た
る
も
の
な
る
べ
け
れ
ば
、
そ
の

創
立
年
代
は
い
た
く
古
か
る
べ
し
と
。
ま
た
「
初
め
當
社
勧
請
に
際
し
白
井
市
作
と
い
ふ
者
、
近
江
国
よ
り
随
從
し
來
り
云
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々
」
と
あ
る
を
見
れ
ば
、
小
中
王
子
の
創
建
は
年
代
不
詳
と
云
ふ
こ
と
、
景
行
天
皇
八
年
に
奉
祀
せ
し
は
現
祭
神
に
あ
ら
ず

し
て
古
墳
の
靈
を
祀
り
し
祠
な
り
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

「
西
内
原
村
郷
土
誌

・

社
伝
」
と
符
号
せ
ざ
る
こ
と
甚
し
、
塾

。

」

「

れ
が
眞
あ
り
や
。
白
井
兵
馬
氏
の
言
に
よ
れ
ば
、
景
行
天
皇
の
八
年
八
月
勸
請
創
立
せ
し
當
時
の
棟
札
、
最
近
ま
で
存
在
し

た
り
と
。
即
ち
湯
川
大
次
郎
氏(

大
橋
勇
氏
の
令
弟)

が
當
社
改
築
に
際
し
て
、
こ
の
棟
札
と
鬼
面
と
の
保
存
方
を
依
頼
さ
れ

て
ゐ
た
所
、
遂
に
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
更
に
「
西
内
原
村
郷
土
誌
」
所
載
「
初
代
の
神
官
は
白
井
市
作

に
し
て
、
現
白
井
兵
馬
に
至
六
十
三
代
系
統
連
続
せ
り
。
市
作
以
来
次
第
に
衰
頽
に
赴
き
し
を
以
て
、
紀
元
二
千
百
六
十
年

第
百
二
代
後
土
御
門
天
皇
明
応
九
年
神
管
白
井
七
郎
左
衛
門
（
五
十
四
代
）
之
を
再
興
し
云
々
」
と
あ
り
。
又
當
社
所
藏
の

多
く
の
棟
札
中
に
「
大
同
二
年
」
と
い
ふ
あ
り
。
更
に
元
文
三
年
（
二
三
九
八
年
）
の
白
井
家
の
「
系
圖
」
を
見
る
に
、
景

行
天
皇
八
年
勧
請
と
明
記
し
、
神
代
初
官
市
作
と
あ
る
。

( )2

以
上
既
述
す
る
と
こ
ろ
を
綜
合
す
る
に
、
當
社
の
創
立
は
景
行
天
皇
の
八
年
八
月
白
井
市
作
の
勧
請
に
因
る
と
畧
推
定
せ
ら

る
。
而
し
て
そ
れ
以
前
に
は
、
既
に
古
墳
の
靈
を
祀
れ
る
祠
の
あ
り
し
こ
と
も
首
肯
す
る
に
苦
し
ま
な
い

「
名
勝
圖
絵
」

。

に
「
當
社
を
祀
る
も
近
世
の
こ
と
に
あ
ら
ず
、
上
古
の
貴
人
の
墓
地
に
社
を
建
て
其
の
靈
を
祀
れ
る
な
る
べ
し
」
と
あ
る
を

見
て
も
理
会
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
し
ゑ
や
景
行
天
皇
八
年
に
非
ず
と
す
る
も
、
大
同
二
年
再
建
・
或
は
明
応
九
年
再
建

の
棟
札
嚴
然
と
し
て
存
す
な
れ
ば
、
當
社
創
建
は
近
世
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
疑
う
余
地
な
し
。

當
社
と
白
井
家
の
関
係
を
伺
ふ
に
、
現
戸
主
白
井
兵
馬
氏
（
八
一
）
は
初
代
神
官
白
井
市
作
の
後
裔
に
し
て
第
六
十
三
代
に

な
り
、
子
孫
代
々
神
職
と
し
て
當
社
に
奉
仕
す
。
同
家
所
藏
の
元
文
三
年
の
系
圖
に
は
連
綿
と
し
て
丗
代
を
重
ね
、
今
日
に

至
る
を
明
瞭
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
し
て
明
治
十
六
年
第
六
十
二
代
七
郎
左
衛
門
に
至
り
て
已
ん
で
ゐ
る
。

惟
ふ
に
白
井
家
ほ
ど
創
社
と
共
に
祝
家
と
し
て
子
々
孫
々
に
伝
へ
、
以
て
一
千
有
余
年
の
長
年
月
ひ
た
す
ら
神
に
ま
つ
ら
ふ

氏
は
こ
れ
亦
郡
内
随
一
と
思
は
れ
、
ゆ
か
し
さ
を
覺
え
る
こ
と
甚
だ
切
な
り
。
尚
白
井
家
に
は
他
に
四
・
五
通
の
古
文
書
を

藏
し
、
何
れ
も
當
社
と
の
関
係
を
考
證
す
る
に
有
力
且
つ
興
味
深
き
も
の
な
れ
ど
、
未
だ
完
全
調
査
研
究
に
到
ら
ざ
れ
ば
記

す
べ
く
も
な
し
。
尚
文
禄
四
年
（
二
二
五
五
）
火
事
に
遭
ひ
祝
家
全
焼
・
記
録
大
方
焼
失
し
た
る
は
甚
だ
恨
む
べ
し
。
吾
々

の
願
を
諒
と
せ
ら
れ
、
當
社
の
再
建
改
築
の
棟
札
を
親
し
く
見
せ
て
い
た
だ
く
。
長
持
の
中
の
二
十
幾
枚
か
の
棟
札
に
は
先

ず
驚
き
、
殊
に
庫
外
に
持
ち
出
し
て
個
々
点
検
す
る
に
「
大
同
二
年
」
と
云
ふ
を
発
見
せ
り
。
こ
れ
は
多
く
の
棟
札
中
一
番

古
く
、
今
よ
り
一
千
百
三
十
二
年
前(

紀
元
千
四
百
六
十
八
年)

第
五
十
一
代
平
城
天
皇
の
御
代
な
り
。
然
し
乍
ら
當
社
勸
請

よ
り
降
る
こ
と
七
百
三
十
年
、
そ
の
間
の
棟
札
一
枚
も
見
え
ざ
る
は
如
何
せ
し
も
の
な
り
や
。
前
述
せ
し
如
く
景
行
天
皇
八

年
八
月
勸
請
創
建
せ
し
當
時
の
棟
札
最
近
ま
で
存
し
た
り
こ
と
あ
る
も
、
そ
れ
以
外
に
幾
多
の
棟
札
保
存
し
居
ら
る
ゝ
筈
な
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り
と
思
推
さ
れ
て
止
ま
ず
。

( )3

こ
ゝ
に
當
社
創
建
問
題
の
起
る
一
原
因
を
な
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
尚
大
同
二
年
に
當
社
再
建
し
た
る
こ
と
に
疑
は
ざ
る
も
、

該
棟
札
は
當
時
の
も
の
で
な
く
、
後
代
の
作
た
る
こ
と
は
板
の
大
き
さ
・
書
体
の
恰
好
等
に
よ
り
て
看
破
出
来
得
る
の
で
あ

る
。
次
に
古
き
も
の
に
「
明
応
九
年
」
の
棟
札
あ
り
、
今
よ
り
四
百
四
十
一
年
前
紀
元
二
千
一
百
六
十
年
第
百
代
後
土
御
門

天
皇
の
御
代
、
足
利
將
軍
の
時
代
な
り
。
こ
れ
は
正
眞
正
銘
の
本
物
に
し
て
、
何
人
も
疑
い
を
納
れ
る
こ
と
能
は
ず

「
紀

。

伊
続
風
土
記
」
小
中
王
子
神
社
の
条
に

「
明
応
九
年
永
禄
五
年
天
正
九
年
等
の
棟
札
あ
り
神
主
を
白
井
織
衛
と
云
ふ
」
と

、

あ
り
。
然
ら
ば
明
応
九
年
は
大
同
貳
年
よ
り
降
る
こ
と
実
に
六
百
九
十
二
年
な
る
に
、
こ
の
間
の
棟
札
も
又
一
枚
だ
に
見
え

ざ
る
は
如
何
せ
る
や
。
こ
ゝ
に
も
亦
當
社
創
建
問
題
云
々
の
一
因
を
包
容
し
て
ゐ
る
も
の
と
思
ふ
。
明
応
以
後
の
主
な
る
も

の
を
擧
げ
ん
に
、
永
禄
五
年
に
・
天
正
九
年
・
正
保
二
年
・
万
治
二
年
・
天
和
三
年
・
元
禄
七
年
・
宝
永
五
年
・
同
十
三
年

・
明
治
七
年
、
而
し
て
現
社
殿
は
明
治
三
十
九
年
の
大
改
築
に
な
り
し
も
の
に
し
て
、
同
四
十
三
年
四
月
八
日
正
遷
宮
式
を

擧
ぐ
。
宝
永
五
年
三
月
に
は
下
段
よ
り
上
段
へ
只
今
の
所
へ
遷
祀
し
、
明
治
三
十
九
年
に
は
こ
の
上
段
を
更
に
広
め
、
築
上

げ
て
少
し
後
方
に
遷
た
の
で
あ
る
。
下
段
と
は
現
広
場
の
処
で
、
こ
ゝ
に
社
殿
が
建
て
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
な
ほ
小
中

王
子
神
社
境
内
一
帶
は
『
紀
伊
名
所
圖
會

・

日
髙
郡
誌
』
等
に
記
す
が
如
く
、
古
来
群
集
墳
と
し
て
名
髙
き
古
墳
の
所

』

『

在
地
に
て
、
當
社
創
立
と
深
き
因
縁
を
結
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
古
墳
に
つ
い
て
は
慈
に
割
愛
し
て
稿
を
擱

く
。
何
卒
江
湖
諸
兄
の
御
批
正
を
希
ふ
次
第
で
あ
る
。

（
昭
一
五
、
一
、
一
八
、

紀
州
日
報
）

井
上

豊
太
郎

森
彦
太
郎
撰
日
髙
郡
誌
を
読
む

近
代
の
生
活
苦
と
い
ふ
波
に
漂
ふ
て
寧
日
な
き
私
共
は
、
時
々
募
る
郷
愁
に
靜
寂
そ
の
も
の
ゝ
や
う
な
紀
州
、
特
に
柔
和
な

感
情
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
日
髙
の
自
然
に
親
む
余
裕
が
あ
っ
た
ら
、
ど
れ
だ
け
に
愉
悦
を
享
樂
す
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う

か
を
考
へ
る
と
き
、
せ
め
て
せ
め
て
此
の
筆
に
記
し
て
懐
か
し
い
故
郷
の
思
出
を
語
る
事
を
得
た
ら
ば

と
、
時
々
に
思

ー

出
す
こ
と
が
な
い
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
生
活
苦
そ
の
も
の
は
我
々
に
決
し
て
さ
う
し
た
閑
日
月
を
與
へ
な
い
。

動
き
・

人
に
接
し
・
辨
じ
説
き
・
書
類
を
作
成
す
る
。
食
事
就
眼
の
時
間
の
外
に
は
読
書
を
す
る
時
間
な
ど
樂
に
し
た
く
も
な
い
。
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私
が
こ
の
忙
中
に
閑
を
作
成
し
て
此
の
稿
を
結
ん
だ
。
文
体
を
な
さ
ゞ
る
こ
と
を
断
っ
て
を
く
が
、
そ
れ
程
に
私
の
頭
を
刺

激
し
た
一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
語
る
こ
と
を
許
さ
れ
度
い
。

旧
の
紀
州
藩
の
偉
大
な
る
一
人
の
斈
究
が
あ
る
。
南
陽
仁
井
田
好
古
先
生
こ
れ
で
あ
る
。
仁
井
田
好
古
の
名
は
紀
伊
続
風
土

記
の
編
者
に
よ
っ
て
何
人
も
知
る
処
で
あ
る
が
、
此
の
仁
が
日
本
一
の
斈
究
な
る
事
は
蓋
し
、
或
は
承
知
し
な
い
人
が
多
い

か
も
知
れ
ぬ
。
仁
井
田
好
古
先
生
は
封
建
の
時
代
門
閥
系
圖
の
喧
し
い
時
代
に
於
い
て
、
一
介
の
土
百
姓
よ
り
藩
斈
教
授
と

な
り
・
儒
官
と
な
り
、
遂
に
藩
主
の
大
傳
に
ま
で
な
っ
た
仁
で
あ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
其
の
偉
物
な
る
事
を
知
ら
れ
る
が
、

タ

イ

フ

先
生
が
斈
究
と
し
て
日
本
に
冠
絶
せ
る
は
、
そ
の
詩
経
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
先
生
の
詩
経
に
つ
い
て
の

研
究
は
、
日
本
の
斈
者
と
し
て
は
先
づ
唯
一
の
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
事
は
、
頃
日
桂
湖
頓
先
生
に
面
会
の
節
に
承
り
た
る
処

で
あ
る
か
ら
間
違
ひ
は
な
い
。

此
の
仁
井
田
好
古
が
相
當
の
努
力
を
用
ひ
て
完
成
し
た
続
風
土
記
一
巻
は
、
文
献
と
し
て
も
蓋
し
相
當
に
重
視
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、
紀
州
藩
の
事
蹟
か
ら
見
て
特
筆
大
書
す
べ
き
事
業
に
違
ひ
な
い
。
此
の
一
巻
の
編
者
だ
け
に
つ
い
て
見
て
も
中
々

容
易
な
ら
ざ
る
斈
究
者
で
あ
る
こ
と
を
價
値
づ
け
て
誤
り
は
な
い
。
我
々
郷
黨
に
於
て
誇
る
べ
き
も
の
は
幾
つ
か
あ
る
。
然

し
我
々
の
郷
地
に
於
け
る
人
為
の
功
績
の
下
に
赫
々
た
る
者
と
し
て
は
、
此
の
続
風
土
記
の
如
き
は
、
先
づ
其
の
第
一
の
も

の
で
あ
ら
う
こ
と
を
知
る
。

此
の
仁
井
田
好
古
の
紀
伊
続
風
土
記
の
事
業
は
、
仁
井
田
好
古
の
事
業
と
し
て
は
絶
大
な
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
仁
井
田

好
古
が
此
の
事
業
を
完
成
す
る
為
に
は
、
其
下
に
は
加
納
諸
平
を
は
じ
め
と
し
て
立
派
な
人
達
が
沢
山
に
之
を
援
助
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
故
に
紀
伊
続
風
土
記
編
著
の
功
績
を
仁
井
田
好
古
一
人
に
皈
す
る
わ
け
に
は
参
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
但
し
之
を

一
人
に
皈
せ
ざ
る
の
故
を
以
て
、
仁
井
田
好
古
の
功
績
は
豪
も
哀
ゆ
る
次
第
で
は
な
い
。

私
は
今
畏
友
森
彦
太
郎
君
の
日
髙
郡
誌
の
大
冊
を
手
に
し
て
、
ゆ
く
り
な
く
も
仁
井
田
好
古
先
生
の
事
を
思
い
浮
べ
た
の
で

あ
っ
た
。
而
し
て
そ
の
事
を
記
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
一
千
数
百
頁
の
大
冊
の
内
容
に
比
し
て
、
そ
の
名
の
余
り
に
月
並
な
貧

弱
な
日
髙
郡
誌
編
著
の
苦
難
を
思
い
や
る
の
故
で
あ
っ
た
。

森
彦
太
郎
君
の
日
髙
郡
誌
編
著
の
苦
難
と
、
仁
井
田
好
古
の
続
風
土
記
編
著
の
労
作
と
は
固
よ
り
同
日
に
談
ず
べ
き
で
は
な

い
。
我
が
森
彦
太
郎
君
の
編
著
は
現
在
で
あ
り
、
仁
井
田
好
古
の
は
旧
藩
威
令
の
行
は
れ
た
る
時
代
で
あ
る
。
其
資
料
の
蒐

集
に
於
て
、
是
は
一
一
自
ら
其
の
家
、
其
の
手
に
つ
い
て
此
を
得
る
の
外
な
き
に
か
ゝ
わ
ら
ず
、
彼
は
一
藩
威
令
の
下
に
之

。

、

、

を
蒐
集
し
得
る
の
便
宜
が
あ
る

仁
井
田
好
古
の
斈
究
的
良
心
は
尚
よ
く
実
地
に
つ
き

檢
討
を
遂
げ
た
る
可
し
と
思
ふ
も

其
の
資
料
の
得
難
き
と
否
と
は
倒
底
同
日
の
談
で
は
な
い
。
次
に
仁
井
田
好
古
の
許
に
あ
り
て
は
、
幾
多
の
助
手
が
助
け
て

ゐ
る
。
我
森
彦
太
郎
君
に
至
っ
て
は
徹
頭
徹
尾
獨
力
獨
行
で
あ
る
。
若
干
の
郡
吏
や
芝
口
常
楠
君
等
が
ど
れ
だ
け
の
援
助
を
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與
へ
得
た
か
は
知
ら
な
い
が
、
其
の
他
の
多
く
は
便
宜
を
附
與
し
た
に
と
ゞ
ま
り
、
倒
底
助
力
し
た
の
で
は
な
い
事
を
申
し

て
も
誤
り
あ
る
ま
い
。
即
ち
彼
此
格
段
の
相
違
で
あ
る
。
而
し
て
彼
は
遇
せ
ら
る
ゝ
に
藩
儒
太
伝
で
あ
り
、
是
は
正
に
一
中

学
教
師
で
あ
る
。
誠
に
止
む
を
得
ざ
る
こ
と
と
は
云
へ
、
せ
め
て
三
年
の
日
子
を
我
が
森
彦
太
郎
君
に
附
與
し
て
專
ら
に
、

此
の
事
業
に
携
ら
し
め
ば
と
思
ふ
時
、
私
は
涙
が
濽
然
と
し
て
下
る
を
覺
え
る
の
で
あ
る
。

藩
祖
南
龍
の
偉
大
さ
に
は
百
の
頼
倫
も
亦
及
ば
ざ
る
如
く
、
徳
川
三
百
年
の
政
治
に
比
し
て
、
現
代
の
政
治
が
ど
れ
程
の
進

歩
が
あ
る
か
も
疑
問
と
せ
ら
れ
る
如
く
、
そ
れ
の
如
く
日
本
と
い
ふ
国
民
が
遠
大
の
志
に
乏
し
い
こ
と
を
語
る
、
悲
し
き
資

料
と
し
て
、
此
う
し
た
文
化
の
基
礎
た
る
べ
き
事
業
に
、
一
文
の
寄
附
の
申
込
を
す
る
も
の
す
ら
な
き
こ
と
を
思
は
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。

何
事
も
纏
め
る
と
云
う
こ
と
は
骨
の
折
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
而
も
著
述
と
云
ふ
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
自
己

、

。

の
斈
究
的
命
令
を
き
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
一
事
は

倒
底
風
俗
の
途
の
解
し
難
き
至
髙
の
も
の
で
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ

日
髙
郡
誌
の
如
き
は
本
當
に
此
の
点
に
於
て
よ
く
纏
り
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
驚
嘆
せ
ず
に
は
お
け
な
い
。
此
を
続
風
土

記
に
比
す
る
に
、
其
の
労
作
の
差
は
即
ち
其
の
成
果
に
遺
憾
な
く
顯
現
し
て
、
彼
風
土
記
の
類
が
思
念
の
及
ば
ざ
る
所
、
そ

の
組
織
立
ち
た
る
点
、
是
亦
同
日
に
談
ず
べ
か
ら
ざ
る
格
段
の
差
あ
る
こ
と
を
断
言
し
て
憚
ら
ぬ
。
單
に
時
代
の
相
違
に
よ

る
の
み
の
こ
と
で
は
な
い
。
古
今
獨
歩
蓋
し
天
下
に
誇
る
に
足
る
続
風
土
記
の
遙
に
右
に
位
し
、
遙
に
長
上
に
位
す
る
も
の

と
云
ふ
も
謙
美
で
は
決
し
て
な
い
。

唯
編
述
の
間
に
偶
々
我
々
が
見
て
冷
酷
に
評
し
て
、
多
少
の
間
隙
を
見
出
せ
ぬ
こ
と
は
な
い
。
編
者
も
眞
っ
先
に
そ
の
所
を

察
知
し
て
ゐ
る
事
は
緒
言
に
も
見
て
ゐ
る
。
然
れ
ど
も
此
う
し
た
種
類
の
も
の
で
こ
れ
だ
け
に
纏
め
る
と
い
ふ
事
は
、
殆
ん

ど
可
能
の
極
点
に
到
達
し
て
ゐ
る
も
の
と
評
し
て
差
支
へ
あ
る
ま
い
。

一
郡
誌
一
千
余
頁
、
其
量
に
於
て
巳
に
充
分
に
威
圧
を
感
じ
る
。
私
は
此
の
一
巻
を
手
に
し
て
よ
り
匇
忙
数
月
、
深
叓
夙
夜

実
に
容
易
な
ら
ざ
る
努
力
し
て
、
漸
く
こ
れ
を
一
読
し
得
た
の
を
恥
し
い
事
と
思
っ
た
。
其
読
過
の
間
、
或
は
一
人
笑
ひ
・

微
笑
し
・
頷
き
・
畏
れ
・
教
へ
ら
れ
、
啓
蒙
の
歡
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
こ
と
を
一
再
に
止
ら
ぬ
。
私
の
郷
愁
を
医
す
る
に
此

の
一
巻
は
余
り
に
尊
い
友
人
で
あ
る
事
を
思
っ
た
。
斯
る
語
は
友
人
十
年
の
苦
心
に
酬
ゆ
る
に
失
礼
で
あ
ら
う
。
然
れ
ど
も

偽
ら
ざ
る
感
情
を
許
さ
れ
度
い
。

私
は
此
処
に
此
の
一
巻
を
手
に
し
て
諸
君
の
前
に
特
に
申
し
上
げ
度
い
。
森
彦
太
郎
君
の
日
髙
郡
誌
編
纂
の
事
業
は
そ
れ
自

身
に
於
て
偉
大
な
る
事
業
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
其
れ
に
も
ま
さ
り
て
大
な
る
功
績
は
、
我
郷
土
に
於
け
る
文
化
の
基
礎
資
料

を
提
供
せ
ら
れ
た
る
点
に
於
て
之
を
見
る
の
で
あ
る
。
形
に
表
れ
た
る
制
度
・
死
せ
る
地
理
・
歴
史
に
非
ず
し
て
活
き
た
物

云
ふ
生
活
資
料
を
提
供
せ
ら
れ
た
る
こ
と
で
あ
る
。
紙
上
に
祖
先
の
声
を
聞
き
、
天
地
神
靈
の
さ
ゝ
や
き
を
聞
き
、
内
務
省
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察
の
機
を
提
ゆ
る
べ
き
、
唯
一
不
二
の
糧
を
與
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
凡
そ
文
化
の
生
活
は
温
故
知
新
の
生
活
で
あ
り
、
過

去
を
省
察
し
組
織
立
ち
た
る
生
活
を
営
む
こ
と
で
あ
る
。
而
も
世
は
怱
忙
で
あ
る
。
此
の
省
察
の
資
料
・
省
察
の
機
を
與
ふ

る
人
は
殆
ど
少
い
の
で
あ
る
。
今
に
し
て
此
の
一
人
を
得
而
も
之
を
畏
友
森
彦
太
郎
君
に
得
た
る
事
は
至
幸
と
云
は
ね
ば
な

ら
ぬ
。
嗚
呼
友
は
持
づ
可
き
も
の
、
此
の
歡
び
恐
ら
く
何
物
に
も
代
え
難
い
で
あ
ら
う
。

郷
誌
不
幸
に
し
て
却
っ
て
我
々
の
渇
望
し
た
る
伝
説
篇
・
俚
諺
篇
・
方
言
篇
等
に
於
て
、
省
略
に
從
は
れ
た
る
は
甚
だ
し
く

？
御残

念
で
あ
る
。
如
何
に
し
て
も
是
は
出
版
印
行
の
こ
と
に
運
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
是
は
謄
寫
に
代
え
て
印
刷
に
附
し
、
特
誌
に

頒
つ
と
云
ふ
方
法
で
も
と
ら
れ
度
い
と
思
ふ
。
一
は
即
ち
我
が
森
彦
太
郎
君
に
嘱
し
て
、
一
は
即
ち
一
般
有
志
に
嘱
し
て
、

此
の
事
業
完
成
の
期
を
促
進
せ
し
め
ら
れ
ん
事
を
ひ
た
す
ら
に
懇
嘱
し
た
い
。

然
る
後
に
私
共
は
歡
び
を
記
念
す
る
為
に
少
く
な
く
共
、
我
森
彦
太
郎
の
肖
像
三
面
を
作
製
し
て
、
其
の
一
を
御
坊
元
郡
立

圖
書
館
に
、
其
一
面
を
南
部
小
斈
校
・
鹿
島
神
社
又
は
農
斈
校
に
、
其
の
一
面
を
森
君
の
宅
に
附
す
る
底
の
擧
に
出
で
、
尚

若
干
の
拠
金
を
し
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
度
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

（
完
）

（
大
正
十
二
年
頃
の
紀
南
新
聞
）

星
野
宣
進
撰

井
上

豊
太
郎

虎
城
遺
事

虎
城
遺
事
一
巻
ば
寫
本
で
半
紙
六
十
枚
位
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
内
容
は
徳
川
頼
雄
君
の
任
事
を
記
述
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
来
な
ら
ば
紀
州
徳
川
家
を
嗣
ぐ
べ
き
も
の
が
、
父
君
の
愛
妾
の
讒
妨
を
容
れ
、
嫡
を
廃
せ
ら
れ
一
生
を
罪
な
く
し

て
配
所
に
送
っ
た
、
不
遇
の
人
の
事
跡
を
簡
単
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
て
頼
雄
君
は
頼
純
公
の
二
男
で
あ
っ
て
、
正

統
一
旦
嫡
子
と
し
て
吉
宗
公
将
軍
家
に
入
っ
て
大
統
を
つ
ぎ
し
あ
と
、
吉
宗
公
に
代
っ
て
紀
伊
家
第
六
代
を
つ
が
る
べ
き
地

？

位
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
浅
間
敷
も
御
父
頼
純
公
が
閨
房
の
讒
に
よ
っ
て
故
な
く
こ
れ
を
廃
し
て
、
妾
腹
の
宗
直
公

を
立
て
ら
れ
た
こ
と
、
頗
る
道
理
に
合
は
ぬ
致
さ
れ
方
で
あ
る
こ
と
は
、
後
日
紀
藩
史
を
論
ず
る
も
の
ゝ
見
逃
し
て
は
な
ら

ぬ
事
実
で
あ
る
。
最
も
此
の
頼
雄
公
は
二
男
坊
で
あ
る
か
ら
、
本
来
な
ら
ば
嫡
立
に
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
一

旦
嫡
立
し
た
も
の
を
故
な
く
こ
れ
を
廃
し
た
こ
と
は
、
畢
意
頼
純
公
の
我
が
ま
ゝ
で
あ
る
。
頼
宣
・
吉
宗
等
の
名
君
を
出
し

た
る
紀
藩
も
、
こ
う
し
た
我
儘
な
る
殿
様
が
居
っ
た
の
で
あ
る
。
重
倫
公
の
如
き
も
又
暴
君
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
の
評
專
ら

で
あ
る
。
頼
雄
君
は
元
禄
三
年
に
頼
純
公
の
嫡
子
と
定
ま
り
從
四
位
下
に
任
官
し
た
が
、
宝
永
三
年
八
月
御
父
君
頼
純
公
よ
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り
廃
嫡
せ
ら
れ
、
の
ち
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
然
る
と
こ
ろ
吉
宗
公
の
御
取
計
ひ
で
田
辺
安
藝
家
へ
御
預
け
、
下
秋
津
村
実

？
藤

満
寺
下
に
御
殿
を
据
ら
れ
て
閑
居
遊
ば
さ
れ
た
。
し
か
る
に
正
徳
三
年
五
月
二
十
九
日
宗
直
公
い
よ
い
よ
紀
州
御
相
続
の
こ

と
に
内
定
し
た
後
、
そ
の
扶
持
を
受
く
る
を
快
し
と
せ
ず
、
鬱
勃
の
気
を
吉
宗
公
に
告
ぐ
る
べ
く
江
戸
進
発
の
途
中
、
小
松

原
九
品
寺
に
刺
殺
さ
れ
た
。
然
る
に
頼
雄
君
死
去
後
若
山
城
内
に
頗
る
祟
り
あ
り
幽
靈
出
歿
の
噂
專
ら
な
の
で
、
遂
に
こ
れ

を
神
と
あ
が
め
祀
っ
た
と
あ
る
。

日
高
郡
小
松
原
九
品
寺
の
五
輪
塔
の
墓
石
が
あ
る
。
山
城
守
頼
雄
君
を
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
鄰
徳
記
に
は
日
髙
へ
幽

閉
の
旨
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
九
品
寺
の
階
段
で
刺
客
の
手
に
殪
れ
た
と
い
ふ
説
は
日
髙
郡
統
治
誌
に
よ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も

お
い
た
は
し
い
犠
牲
者
で
あ
る
。
虎
城
遺
事
は
慶
應
三
年
丁
卯
夏
六
月
の
撰
述
で
、
維
新
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
史
実

の
散
逸
を
無
念
と
し
た
る
、
頼
雄
付
の
人
達
の
子
孫
が
こ
れ
を
記
述
し
て
を
い
た
も
の
で
あ
る
。
尚
こ
れ
に
つ
い
て
は
南
紀

徳
川
史
に
も
記
事
が
あ
る
。
田
辺
町
史
・
日
髙
郡
誌
に
も
記
事
が
あ
る
。
日
髙
郡
誌
の
記
事
を
信
ず
べ
し
と
す
る
。
虎
城
遺

事
は
断
食
死
亡
説
を
記
述
し
て
ゐ
る
。
頼
雄
君
に
代
っ
て
藩
主
と
な
ら
れ
た
宗
直
公
が
、
頗
る
佛
教
信
仰
の
厚
か
り
し
は
、

頼
雄
君
亡
靈
の
祟
り
を
し
づ
め
ん
と
し
た
る
気
分
も
多
分
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
は
れ
る
。

完

（
昭
和
七
年
十
月

紀
南
新
聞
発
表
）

井
上

豊
太
郎

紀
南
新
聞
の
思
い
出
一
つ
二
つ

( )1

、

。

、

森
紀
南
新
聞
社
長
か
ら

何
か
紀
南
新
聞
に
つ
い
て
の
思
出
を
書
け
と
い
ふ
話
で
あ
る

吉
田
格
と
云
っ
た
人
達
に
よ
っ
て

孤
々
の
声
を
擧
げ
た
紀
南
公
論
か
ら
、
今
日
の
日
刊
新
聞
紀
南
新
聞
と
な
る
ま
で
に
わ
実
に
幾
多
の
変
遷
が
あ
る
。
何
分
四ぐ

十
年
と
云
ふ
長
い
日
子
を
経
て
見
れ
ば
、
而
し
て
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
三
代
を
経
過
し
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
く
さ

の
思
出
が
な
く
て
わ
叶
わ
な
い
。
唯
而
し
過
去
を
語
る
こ
と
は
、
勢
ひ
自
己
の
身
辺
を
語
る
こ
と
に
な
っ
て
面
白
く
な
い
。

私
の
生
来
欲
し
な
い
処
で
あ
る
の
だ
。
將
来
を
語
る
こ
と
こ
そ
好
ま
し
い
。
私
は
死
ぬ
ま
で
過
去
を
語
ら
ぬ
こ
と
に
き
め
て

ゐ
る
。
そ
れ
は
語
る
べ
き
こ
と
は
多
く
あ
る
け
れ
ど
も
、
私
自
身
世
間
的
に
ヱ
ラ
ク
な
り
得
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
語
り
草

は
や
ゝ
も
す
る
と
愚
痴
や
負
惜
し
み
に
思
は
れ
る
の
が
面
白
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
ま
た
随
筆
を
書
か
ぬ
こ
と
に
し
て

あ
る
。
こ
れ
も
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
。
唯
今
度
は
森
社
長
の
仰
せ
で
あ
る
か
ら
万
止
む
を
得
ぬ
。
紀
南
新
聞
を
中
心
と
す
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る
紀
南
言
論
界
乃
至
操
孤
界
の
片
鱗
を
語
る
こ
と
に
す
る
。

( )2

紀
南
公
論
の
時
代
の
こ
と
わ
私
も
よ
く
知
ら
な
い
。
吉
田
格
は
医
師
で
政
治
運
動
に
興
味
を
持
っ
た
人
で
あ
ろ
う
。
医
師
で

政
事
運
動
に
興
味
を
も
っ
た
人
に
わ
、
島
倉
周
齋
（
印
南
）
湯
川
玄
碩
（
比
井
）
徐
易
三
（
御
坊
）
等
が
あ
る
。
夏
見
康
太

郎
が
そ
の
発
行
署
名
人
で
、
月
三
回
の
発
行
で
あ
っ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
當
時
は
勿
論
活
字
も
今
の
ポ
イ
ン
ト
式
な
ど
わ

な
く
、
明
朝
の
五
号
活
字
で
一
段
の
長
さ
も
今
の
倍
わ
あ
り
、
文
章
も
文
語
調
で
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
で
、
そ
の
云
ふ
所
も

荒
っ
ぽ
い
調
子
で
あ
り
、
三
面
記
事
な
ど
も
相
當
下
素
ば
っ
て
ゐ
た
こ
と
わ
爭
わ
れ
な
い
。
何
分
三
回
で
あ
る
、
読
者
な
ん

て
も
の
は
一
村
に
五
・
六
人
で
あ
り
、
死
亡
広
告
が
新
聞
に
出
る
な
ど
い
ふ
事
も
少
な
か
っ
た
時
代
で
あ
り
、
紀
南
地
方
は

大
阪
の
新
聞
が
荒
天
の
た
め
一
週
間
も
つ
か
ず
、
山
中
暦
日
な
し
の
姿
で
ゐ
る
こ
と
も
中
々
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
日
髙
の

、

、

政
界
で
は
夏
見
康
太
郎
が
比
較
的
長
生
を
し
た
し

親
し
み
を
も
た
れ
て
ゐ
た
か
ら
長
く
人
の
記
憶
に
残
る
わ
け
で
あ
る
が

印
南
の
森
徳
太
郎
老
が
最
も
傑
出
し
た
人
格
の
よ
い
政
治
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
す
る
が
、
此
の
森
徳
太
郎
が
大
き
な
運

送
船
を
造
っ
て
海
運
業
を
初
め
た
わ
け
で
あ
る
が
、
時
運
非
に
し
て
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
森
徳
太
郎
の
乾
児
と

？
始

し
て
活
躍
し
た
の
が
鈴
木
容
で
あ
っ
た
。
夏
見
康
太
郎
が
物
持
ち
の
ボ
ン
チ
と
し
て
御
坊
の
花
街
で
も
て
は
や
さ
れ
て
、
新

聞
な
ど
を
は
じ
め
て
や
が
て
出
す
ま
で
も
な
く
休
刊
し
て
ゐ
る
。
後
を
引
き
受
け
て
や
り
初
め
た
の
が
鈴
木
容
で
、
此
の
場

？
始

合
は
紀
南
新
聞
と
称
し
て
ゐ
た
と
私
わ
き
ゐ
て
ゐ
る
。

( )3

是
よ
り
先
日
髙
に
は
先
代
の
橋
本
太
次
兵
衛
と
い
ふ
大
地
主
で
あ
り
、
然
も
大
の
利
け
者
が
あ
っ
て
、
此
の
人
を
中
心
と
し

て
日
髙
の
政
客
が
相
當
羽
振
り
を
き
か
せ
た
。
こ
れ
が
從
前
そ
の
土
地
で
宿
屋
を
し
て
ゐ
た
中
吉
、
當
時
御
坊
町
に
陣
取
っ

た
本
陣
中
吉
に
御
腰
を
据
え
て
日
髙
の
政
界
を
牛
耳
っ
た
。
後
年
隈
井
淡
齋
が
二
階
組
の
名
を
つ
け
て
、
多
く
の
人
に
印
象

せ
し
め
た
は
じ
ま
り
で
あ
る
が
、
こ
の
二
階
組
の
勢
力
と
伸
縮
し
て
紀
南
新
聞
も
月
三
回
刊
行
か
ら
、
十
回
刊
と
な
り
・
十

五
回
刊
と
な
り
・
日
刊
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

( )4

廣
文
社
で
印
刷
し
て
居
っ
た
こ
ろ
の
紀
南
新
聞
、
広
文
舎
が
石
油
発
動
機
を
使
用
し
て
印
刷
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、
其

の
後
に
新
築
し
て
現
在
の
社
屋
に
移
っ
た
も
の
で
あ
り
、
其
の
頃
わ
た
し
か
隔
日
に
刊
行
し
て
ゐ
た
と
思
ふ
。
當
時
私
が
記

者
を
し
て
居
っ
て
、
活
字
な
ど
は
山
口
と
い
う
職
長
が
撰
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
職
工
の
採
縦
が
実
に
骨
で
あ
っ

た
。
勿
論
編
輯
と
云
っ
た
所
で
給
料
を
呉
れ
る
わ
け
で
な
し
、
小
遣
は
持
ち
出
し
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
生
活
し
て
ゐ
た
の

か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
中
吉
で
飯
を
食
っ
て
ゐ
た
。
そ
の
金
は
新
聞
社
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
ど
う
し
て
支
払
は
れ
る
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の
か
き
い
た
こ
と
わ
な
か
っ
た
。
給
料
を
貰
っ
て
ゐ
る
わ
け
わ
で
な
い
か
ら
、
い
や
に
な
る
と
出
て
行
か
な
い
と
誰
か
ゞ
来

て
、
新
聞
は
と
に
角
出
来
て
行
く
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
年
程
は
眞
面
目
に
や
っ
て
東
京
に
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

此
の
社
屋
新
築
の
時
の
寫
眞
が
私
の
手
許
に
あ
る
。
中
吉
が
ま
だ
来
て
な
く
、
新
地
が
出
来
て
な
く
、
前
は
田
圃
で
冬
わ
寒

い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
記
念
寫
眞
の
中
に
山
野
の
森
八
さ
ん
と
、
こ
の
間
死
ん
だ
笹
野
の
梅
や
ん
が
這
入
っ
て
ゐ
る
。
ど
う

し
て
こ
の
二
人
を
引
張
っ
て
き
た
の
か
一
向
わ
か
ら
ぬ
。
雑
賀
勢
次
郞
君
な
ど
は
鳥
打
帽
姿
で
う
つ
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
も

？
貞

う
女
斈
校
へ
行
く
娘
の
親
で
あ
る
か
ら
思
出
の
種
に
な
る
。
こ
の
社
屋
は
金
丸
さ
ん
が
宰
領
し
て
た
て
た
も
の
で
あ
る
が
、

し
て
み
れ
ば
金
丸
も
古
い
金
丸
で
あ
り
、
井
上
豊
太
郎
も
大
分
古
い
こ
と
に
い
や
に
な
る
。
此
の
社
屋
新
築
の
時
に
、
朝
だ

れ
か
ボ
ロ
を
積
ん
で
放
火
し
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
と
う

分
ら
ず
仕
舞
に
終
っ
て
ゐ
る
。
今
で
も
工
場
の
隅
に
こ
げ
あ

く

と
が
残
っ
て
ゐ
る
は
づ
で
あ
る
。

（
完
）

（
昭
和
十
三
年
十
月
二
十
五
日

紀
南
新
聞
掲
載
）

井
上

豊
太
郎

常
盤
商
業
斈
校
の
創
立
認
可
を
祝
す

( )1

常
盤
義
塾
が
森
彦
太
郎
先
生
に
よ
っ
て
、
常
盤
商
業
斈
校
に
改
組
さ
れ
て
文
部
省
の
認
可
が
あ
り
、
い
よ

か
が
や
か
し

く

い
前
途
を
與
へ
ら
れ
た
こ
と
は
、
御
同
慶
の
至
り
に
絶
え
な
い
。
挨
拶
状
を
よ
せ
ら
れ
た
の
に
対
し
茲
に
禁
じ
難
き
感
激
を

紙
上
に
披
露
し
た
い
。

( )2

常
盤
義
塾
が
故
人
湯
川
靜
暢
師
の
設
立
に
な
り
し
も
の
な
る
こ
と
。
淨
暢
師
が
靜
に
人
材
養
成
を
試
む
る
の
事
業
に
逸
勵
せ

ら
れ
、
や
う
や
く
世
間
に
そ
の
功
績
が
認
識
せ
ら
る
に
及
ん
で
不
幸
病
歿
せ
ら
れ
し
等
わ
、
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
く

人
こ
れ
を
知
る
。
後
継
せ
ら
れ
た
る
森
彦
太
郎
氏
が
ま
た
稀
に
見
る
格
勤
精
勵
の
人
士
な
る
こ
と
は
、
世
既
に
定
評
あ
り
今

更
喋
々
を
要
し
な
い
。
時
運
に
棹
さ
し
て
商
業
斈
校
へ
の
改
組
に
は
、
富
豪
田
端
春
三
氏
の
後
援
あ
づ
か
っ
て
力
あ
り
と
い

。

。

、

、

ふ

是
亦
誠
に
特
筆
す
べ
き
特
志
の
事
で
あ
る

蓋
世
擧
げ
て
利
益
に
狂
奔
し
て
ゐ
る
現
代

余
力
を
育
英
に
捧
げ
ら
る
ゝ

そ
の
芳
志
と
い
ふ
も
の
は
大
ひ
に
仰
讃
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

( )3
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私
は
常
に
少
く
と
も
二
つ
の
事
わ
、
私
に
わ
出
来
な
い
こ
と
ゝ
思
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
あ
る
。
其
の
一
つ
わ
裁
判
で
あ
る
。
我

々
の
如
く
多
く
の
缼
点
を
持
っ
て
ゐ
る
人
間
に
わ
、
人
を
裁
く
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
だ
と
き
め
て
ゐ
る
。
私
共
の

、

、

友
人
も
沢
山
裁
判
官
を
し
て
ゐ
る
人
が
あ
る
が

さ
て
ど
ん
な
も
の
か
間
違
っ
た
裁
判
を
し
て
ゐ
る
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
が

世
の
中
の
眞
実
ら
し
き
虚
・
虚
の
や
う
な
眞
実
を
は
っ
き
り
見
き
は
め
得
る
信
念
が
出
来
て
ゐ
る
か
ど
う
か
、
問
ふ
た
ら
は

っ
き
り
し
た
し
た
返
事
の
出
来
る
奴
わ
居
る
ま
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
頭
が
出
来
も
腹
が
出
来
て
な
く
て
は
何
と
も
な
る
ま
い

と
思
ふ
。
つ
き
つ
め
た
話
だ
が
、
ま
づ
眞
の
識
者
は
少
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

( )4。

、

。

、

次
が
教
育
で
あ
る

人
を
教
育
す
る

こ
い
つ
わ
と
て
も
出
来
な
い

詰
め
こ
み
主
義
の
知
識
は
授
け
る
こ
と
わ
出
来
て
も

人
間
を
拵
へ
上
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
元
田
永
孚
と
か
杦
浦
重
剛
と
か
乃
木
稀
典
と
言
っ
た
仁
わ
、
千
載
不
出
世
の
人
格

者
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
で
な
く
と
も
何
処
か
に
信
頼
す
る
に
足
る
人
格
を
持
っ
た
人
わ
そ
う
沢
山
な
い
。
世
の
中
に
童
心
ゆ

た
か
な
子
供
の
前
に
、
指
導
の
タ
ク
ト
を
揮
ひ
得
る
親
ナ
ン
テ
滅
多
に
な
い
。
私
は
此
の
子
供
の
教
育
を
す
る
と
云
ふ
資
格

の
な
い
人
間
で
あ
る
。
故
に
世
の
教
育
に
從
ふ
人
に
わ
、
満
腔
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
森
彦
太
郎
先
生
の
や
う
な

眞
摯
な
人
に
わ
自
ら
頭
が
下
が
る
の
で
あ
る
。
経
営
の
至
難
な
育
英
事
業
に
挺
身
し
て
進
ま
る
ゝ
先
生
に
敬
意
を
表
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
私
共
だ
っ
た
ら
恐
ら
く
一
身
の
安
き
を
む
さ
ぼ
っ
た
に
違
ひ
な
い
。

( )5

今
の
世
の
中
の
教
育
は
実
に
実
用
に
遠
ざ
か
っ
て
ゐ
る
。
読
み
書
き
算
術
の
出
来
る
奴
が
少
い
嘘
の
や
う
な
話
で
あ
る
。
よ

く
云
ふ
こ
と
だ
が
、
中
斈
校
を
出
た
も
の
が
手
紙
一
つ
ロ
ク

に
書
け
な
い
有
様
で
あ
る
。
私
わ
森
彦
太
郎
先
生
が
常
盤

く

義
塾
の
塾
長
に
な
ら
れ
る
時
に
、
特
に
こ
の
実
用
を
尊
長
し
実
地
に
役
に
立
つ
人
間
を
養
成
す
る
こ
と
に
心
掛
け
て
頂
き
た

い
旨
を
希
望
し
て
を
い
た
。
常
盤
商
業
斈
校
を
設
立
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
森
先
生
の
意
圖
も
ま
た
推
量
ら
れ
て
、
一
層
我
意

を
得
た
り
の
感
を
深
く
し
た
。

日
本
の
教
育
は
今
や
根
本
的
に
考
へ
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
立
至
っ
て
ゐ
る
。
詰
め
込
み
主
義
の
排
斥
・
高
踏
教

育
の
排
除
、
此
の
二
つ
が
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
共
は
森
先
生
の
育
英
に
多
く
の
期
待
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

所
謂
国
家
有
用
の
材
を
養
成
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
故
人
有
用
主
義
の
教
育
が
施
さ
れ
る
こ
と
ゝ
信
ず
る
。
斯

か
る
教
育
を
受
け
得
る
も
の
は
幸
福
な
り
と
信
ず
る
。
実
社
会
に
出
て
か
ら
役
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

( )6

常
盤
商
業
斈
校
の
事
業
は
斯
く
し
て
緒
に
つ
い
た
で
あ
ら
う
が
、
経
営
の
困
難
は
た
え
ず
つ
き
ま
と
ふ
も
の
と
思
ふ
。
そ
こ

で
よ
し
提
唱
さ
れ
る
の
は
縣
立
と
か
何
と
か
云
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
仰
ぎ
願
わ
く
ば
こ
れ
は
私
立
で
発
展
せ
し
め
た
い
。
我
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、

。

。

国
わ
官
公
立
の
斈
校
が
多
過
ぎ

且
つ
劃
一
的
に
な
り
易
い

此
の
弊
を
矯
め
て
私
立
の
自
由
な
発
展
を
望
む
や
切
で
あ
る

故
に
私
共
は
常
盤
義
塾
商
業
斈
校
が
將
来
甲
種
を
併
置
し
、
更
に
高
等
商
業
斈
校
を
設
置
す
る
と
も
、
や
は
り
私
立
で
光
あ

ら
し
め
た
い
と
思
ひ
之
を
切
望
す
る
。
此
の
爲
に
は
一
般
地
方
民
は
、
此
事
業
に
後
援
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

育
英
事
業
の
後
援

我
々
貧
乏
人
を
以
て
し
て
尚
南
葵
育
英
会
の
賛
助
会
員
で
あ
る
。
一
人
一
品
を
賛
助
の
爲
提
供
す
る
。

千
人
に
達
す
れ
ば
千
点
・
一
点
一
円
と
し
て
千
円
で
あ
る
。
こ
れ
を
十
年
と
二
十
年
と
継
続
す
れ
ば
、
大
き
な
も
の
に
な
る

と
思
ふ
の
で
あ
る
。
私
共
が
発
起
す
る
こ
と
は
烏
滸
が
ま
し
い
。
常
盤
義
塾
々
友
の
方
々
わ
よ
ろ
し
く
常
盤
財
團
の
結
成
を

社
会
に
呼
び
か
け
て
戴
き
た
い
。
私
共
は
敢
え
て
犬
馬
の
労
を
辞
し
な
い
。

( )7

故
人
湯
川
淨
暢
師
は
家
庭
に
わ
惠
れ
ざ
れ
し
人
で
あ
っ
た
。
常
盤
義
塾
は
大
き
な
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
遺
鉢
を
つ
い
だ
森

彦
太
郎
先
生
は
、
真
摯
そ
の
も
の
ゝ
如
き
人
で
あ
る
。
南
部
女
斈
校
の
一
針
三
礼
の
校
則
を
樹
て
た
人
で
あ
る
。
信
念
に
強

。

、

。

。

い
人
で
あ
る

そ
こ
に
一
つ
の
斈
者
癖
を
見
る
が

こ
れ
は
斈
者
の
も
つ
通
有
性
で
あ
る

尤
も
尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る

俗
人
或
は
こ
の
辺
を
誤
解
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
誤
解
者
の
浅
見
で
あ
る
。
紀
州
人
に
浅
間
し
い
の
わ
、
他
の
よ

い
仕
事
を
声
援
し
て
そ
の
有
終
の
美
を
な
さ
し
め
よ
う
と
す
る
寛
厚
の
乏
し
い
こ
と
で
あ
る
。
私
共
わ
常
盤
商
業
の
如
き
世

に
誇
る
べ
き
育
英
事
業
を
、
ま
す

光
あ
ら
し
む
る
た
め
に
、
右
紀
州
人
の
弊
所
が
働
い
て
は
な
ら
ぬ
と
信
じ
て
ゐ
る
。

く

一
言
蕪
辞
を
綴
っ
て
世
に
問
う
妄
言
伏
謝
。

（
昭
和
十
年
六
月
九
・
十
二
・
十
三
・
十
四
日
迄

紀
南
紙
所
載
）

井
上

豊
太
郎

日
髙
郡
誌

曾
て
我
が
内
務
省
か
文
部
省
の
施
政
方
針
の
ホ
ン
の
一
つ
の
表
れ
と
し
て
、
全
国
に
郷
土
誌
を
編
纂
せ
し
む
る
の
意
見
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
府
縣
に
あ
っ
て
は
府
縣
誌
・
郡
市
に
あ
っ
て
は
郡
市
誌
・
町
村
に
あ
っ
て
は
町
村
誌
と
名
づ
く
る

も
の
で
、
和
歌
山
縣
に
あ
っ
て
も
縣
誌
・
郡
誌
を
編
修
す
る
こ
と
に
定
め
、
各
其
の
係
員
を
設
け
て
編
修
の
業
に
つ
い
た
。

其
の
内
其
の
内
容
の
精
粗
は
別
と
し
て
、
兎
も
角
和
歌
山
縣
誌
・
海
草
郡
誌
・
有
田
郡
誌
・
東
牟
婁
郡
誌
及
び
我
が
日
髙
郡

誌
が
出
来
て
印
刷
に
付
せ
ら
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

是
等
郷
土
誌
編
纂
の
業
は
、
そ
の
編
者
に
人
を
得
る
と
否
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
果
に
大
き
な
径
庭
を
生
ず
る
こ
と
が
爭
は
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れ
ぬ
。
昔
所
謂
名
所
圖
絵
が
各
地
各
種
と
り

に
上
梓
さ
れ
た
中
に
、
ひ
と
り
紀
伊
国
名
所
圖
絵
が
断
然
是
等
の
群
書
に

ぐ

一
頭
地
を
抜
い
て
ゐ
る
と
云
ふ
の
は
、
高
市
志
友
な
り
・
加
納
諸
平
な
り
の
編
者
が
、
他
の
何
れ
の
類
書
の
編
者
よ
り
も
勝

、

。

れ
た
る
頭
腦
の
持
ち
主
で
あ
り

し
か
も
著
述
に
対
す
る
斈
者
的
良
心
の
持
ち
合
わ
せ
が
多
分
に
な
し
た
か
ら
に
相
違
な
い

日
髙
郡
誌
は
其
の
編
者
の
森
彦
太
郎
先
生
を
得
た
。
森
彦
太
郎
先
生
は
そ
の
紀
南
実
習
女
斈
校
に
長
た
り
し
に
際
し
、
一
針

三
礼
の
校
綱
を
樹
て
た
程
の
敬
虔
な
る
心
の
持
ち
主
で
あ
り
篤
実
な
る
読
書
子
で
あ
る
。
こ
の
人
を
日
髙
郡
誌
の
編
輯
に
得

た
こ
と
は
、
わ
が
日
髙
郡
誌
が
永
久
に
光
輝
あ
る
書
と
し
て
、
多
分
に
斈
術
的
價
値
を
包
含
す
る
書
に
し
て
、
此
の
種
類
書

中
稀
に
見
る
良
書
で
あ
る
こ
と
は
識
者
の
ひ
と
し
く
認
め
る
所
で
あ
る
。

日
髙
郡
誌
の
編
纂
は
日
高
郡
の
事
業
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
編
者
森
彦
太
郎
氏
の
献
身
的
努
力
の
結
晶
で
あ

り
、
明
治
四
十
三
年
に
こ
の
こ
と
を
決
定
し
て
以
来
、
大
正
十
一
年
印
刷
に
付
す
る
ま
で
年
を
間
す
る
こ
と
、
実
に
十
三
年

の
久
し
き
に
亘
っ
て
完
成
し
た
る
も
の
で
、
こ
の
書
の
編
輯
は
や
が
て
森
彦
太
郎
先
生
に
、
斈
者
と
し
て
の
或
決
定
的
壇
階

を
附
與
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
髙
郡
誌
一
巻
菊
判
五
号
活
字
お
よ
び
六
号
活
字
併
用
の
二
千
七
百
頁
の
洋
装
本
で
あ
っ
て
、
巻
頭
に
時
の
和
歌
山
縣
知
事

小
原
新
三
が
審
治
體
察
民
情
の
六
字
を
題
し
・
次
に
も
と
の
郡
長
で
誌
書
と
も
に
拓
な
三
芝
古
田
庸
の
題
字
・
日
高
郡
近
時

の
漢
斈
者
湯
川
知
城
の
題
詞
が
あ
り
・
つ
ぎ
に
郡
長
谷
口
秀
峯
の
序
文
が
あ
る
。
さ
ら
に
編
者
の
緒
言
が
あ
っ
て
本
書
に
対

す
る
編
者
の
態
度
が
窺
わ
れ
る
。

次
で
所
謂
目
次
が
あ
る
。
目
次
の
題
目
は

第
一
編

自
然
誌

第
二
編

統
治
誌

第
三
編

食
貨
誌

第
四
編

産
業
誌

第
五
編

神
祇
誌

第
六
編

宗
教
誌

第
七
編

文
教
誌

第
八
編

民
俗
誌

第
九
編

名
門
人
物
誌

第
十
編

名
所
お
よ
び
旧
蹟

第
十
一
編

古
文
書
誌

に
別
れ
て
居
り
、
其
の
間
三
百
九
十
個
の
寫
眞
版
が
挿
入
さ
れ
て
ゐ
る
。
書
中
引
用
書
目
の
数
も
ま
た
夥
し
き
数
に
上
っ
て

ゐ
る
。
巻
末
に
日
髙
郡
古
地
圖
お
よ
び
當
時
日
髙
郡
書
記
た
り
し
、
縣
会
議
員
白
井
藤
楠
氏
の
跋
文
・
大
沢
弘
香
氏
の
讃
歌

・
崎
山
信
吉
氏
の
讃
句
が
あ
る
。

尚
こ
の
書
は
有
志
希
望
者
に
対
し
、
印
刷
費
実
費
頒
布
豫
約
出
版
の
方
法
を
と
っ
て
、
数
百
部
頒
布
さ
れ
た
筈
で
あ
る
が
、

一
般
に
は
非
売
品
の
た
め
、
今
や
希
望
者
は
一
冊
二
十
円
も
出
さ
な
け
れ
ば
手
に
入
ら
な
い
ら
し
い
。
こ
の
書
印
刷
完
成
が

大
正
十
二
年
一
月
二
十
日
、
発
行
さ
れ
た
の
が
大
正
十
二
年
一
月
二
十
七
日
で
、
発
行
所
は
和
歌
山
縣
日
髙
郡
役
所
と
な
っ

て
ゐ
る
。
編
者
森
彦
太
郎
先
生
は
日
髙
郡
東
内
原
村
大
字
茨
木
の
人
。
夙
に
田
辺
中
斈
校
を
卆
業
し
、
爾
来
刻
苦
精
勵
一
日

も
倦
む
こ
と
な
く
身
を
教
育
界
に
投
じ
、
紀
南
実
科
高
等
女
斈
校
長
・
古
座
商
業
斈
校
長
等
に
歴
任
し
、
後
退
職
今
や
閑
地
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に
あ
っ
て
專
ら
著
述
に
耽
っ
て
る
。
そ
の
史
斈
・
郷
土
斈
に
造
詣
深
き
こ
と
は
、
ひ
と
し
く
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
完
）

（
昭
和
五
年

紀
南
紙
所
載
）

或

は

三

年

か

井
上

豊
太
郎

紀
州
文
化
讀
本

紀
州
文
化
讀
本
は
昭
和
二
年
三
月
二
十
日
発
行
、
四
六
半
截
判
（
版
）
五
号
活
字
使
用
・
五
三
六
頁
本
で
略
洋
装
、
日
髙
の

郷
土
斈
者
李
彦
太
郎
先
生
の
選
集
す
る
と
こ
ろ
で
、
著
者
の
個
人
出
版
で
あ
る
。
こ
の
書
は
現
代
人
の
紀
州
関
係
の
文
集
を

撰
集
し
た
も
の
で
、
所
謂
紀
州
文
化
讀
本
の
名
に
恥
じ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
今
左
に
そ
の
目
次
を
あ
ぐ
る
。

目
次
省
略
（
清
水
）

左
に
一
針
三
礼
中
の
一
節
を
引
用
し
て
を
く
。

省
略
（
清
水
）

こ
の
文
は
森
彦
太
郎
先
生
の
書
い
た
紀
南
実
習
女
斈
校
の
校
風
に
つ
い
て
の
記
述
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
書
の
撰
者
森
彦
太

郎
氏
が
我
郷
の
土
俗
斈
者
と
し
て
余
り
に
有
名
な
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
呶
々
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い

（
完
）

。

（
昭
和
七
年
頃

紀
南
紙
所
載
）

於
大
聖
寺

片
山
翠
波

嗚
呼
呑
海
君

三
月
二
十
日
春
と
は
云
へ
、
北
陸
の
空
は
料
峭
で
あ
る
。
霰
が
ば
ら

と
激
し
き
音
を
立
て
ゝ
障
子
戸
を
打
つ
。
雲
は
低

く

く
垂
れ
た
澱
ん
だ
北
国
特
有
の
光
の
鈍
ひ
蔽
は
さ
る
様
で
あ
る
。
こ
ん
な
日
に
は
誰
の
心
に
も
懐
古
追
想
の
情
の
起
る
も
の

で
あ
ら
う
。

翠
波
は
旅
か
ら
旅
へ
と
漂
白
の
身
で
あ
る
。
雪
が
消
ゆ
れ
ば
白
山
の
麓
へ
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
淋
し
い
ま
た
果
敢
な
い
身
で

あ
る
と
思
ひ
つ
ゝ
、
望
郷
の
念
・
追
懷
の
情
に
耽
っ
て
、
翠
栖
の
古
い
手
紙
や
ら
文
章
を
読
ん
で
居
た
。
何
だ
か
し
ん
み
り

し
た
調
子
に
声
を
立
て
て
、
そ
こ
ゑ
新
聞
が
来
た
。
落
葉
か
ら
寄
来
し
た
も
の
で
五
回
程
纏
め
て
あ
る
。
待
ち
兼
ね
た
も
の

ゝ
や
う
に
自
分
は
広
げ
た
。
一
通
り
目
を
通
し
た
後
広
告
を
見
た
。
他
国
に
ゐ
る
と
故
郷
の
こ
と
は
広
告
は
で
も
懐
か
し
い



- 16 -

も
の
だ
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
除
易
三･

･
･
･
･

そ
れ
す
ら
自
分
に
は
追
懷
の
種
で
あ
る
。
此
の
様
な
こ
と
か
ら
不
言
・
容
堂
・

匪
石
の
謹
告
ま
で
見
て
し
ま
っ
た
。
呑
海
が
死
ん
だ
広
告
を
し
て
ゐ
る
位
だ
か
ら
、
確
か
に
死
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
漠
と
し
た

印
象
し
か
残
ら
ぬ
。
こ
れ
以
上
確
然
た
る
こ
と
を
求
め
る
事
が
無
理
で
あ
る
。

彼
の
眼
瞼
に
皺
を
よ
せ
て
よ
く
談
ず
る
波
田
君
が
、
こ
の
前
酒
の
気
焔
を
吐
い
た
が
、
そ
の
癖
君
は
実
際
余
り
呑
ま
ぬ
方
で

あ
っ
た
。
淡
齋
よ
り
も
僕
よ
り
も
弱
い
方
で
あ
っ
た
。
然
し
君
は
連
夜
呑
み
且
つ
談
ず
る
事
に
於
て
は
、
確
か
に
一
方
の
雄

で
あ
っ
た
。
從
っ
て
筆
よ
り
も
口
の
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
も
優
れ
た
も
の
は
匪
石
の
茶
に
対
す
る
酒
の
気
焔
で
あ
る
。
そ

の
元
気
か
ら
し
て
も
死
ん
だ
と
云
ふ
こ
と
を
事
実
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。

梅
雨
期
の
或
日
、
子
供
の
名
に
如
何
に
つ
け
れ
ば
よ
か
ろ
う
と
云
は
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
自
分
は
何
で
も
枝
の
字
を

つ
け
る
こ
と
を
主
唱
し
た
が
、
君
と
淡
齋
と
は
枝
の
野
卑
な
る
こ
と
を
楯
に
反
対
し
た
や
う
に
思
ふ
。
其
の
揚
句
二
番
だ
か

ら
優
か
ツ
ウ
ー
（
二
）
に
す
る
と
い
ふ
風
だ
っ
た
。
そ
の
時
淡
齋
は
梅
雨
だ
か
ら
ツ
ユ
に
す
る
が
よ
い
と
一
説
を
立
て
た
。

ゆ
う

。

。

、

自
分
は
ツ
ユ
は
朝
だ
け
で
余
り
は
か
な
い
名
で
あ
る

露
に
通
ず
る
か
ら
不
可
と
反
対
し
た

で
結
局
は
納
り
が
つ
か
ず
に

他
人
の
子
の
名
は
自
分
等
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
な
い
位
に
、
そ
の
ま
ゝ
に
成
っ
た
の
だ
が
、
今
思
へ
ば
そ
の
子
の
は
か
な
い

名
よ
り
も
淡
く
君
は
逝
か
れ
た
。
一
竿
を
手
に
し
て
西
川
に
半
日
を
費
や
し
て
、
尚
一
匹
の
小
魚
を
得
ざ
り
し
君
が
、
風
手

は
今
に
よ
く
覺
へ
て
ゐ
る
が

･
･
･
･

。
君
の
快
辨
に
接
す
る
時
は
な
い
の
だ
と
思
へ
ば
、
果
敢
な
い
混
濁
の
不
快
な
る
世
に

生
を
享
く
る
身
に
も
美
し
い
涙
が
流
れ
る
も
の
だ
。
取
り
残
さ
れ
た
も
の
程
悲
し
い
も
の
は
な
い
。
嗟

･
･
･
･

君

･
･
･
･
･
･

稿
を
終
れ
ば
飛
砂
防
備
植
栽
終
。
悲
し
き
燥
音
を
発
し
て
呪
は
れ
た
る
詩
を
唄
ふ
。
砂
の
飛
ぶ
の
も
運
命
だ
、
乾
燥
し
た
砂

丘
に
植
え
ら
れ
る
ゝ
松
の
命
数
も
亦
命
運
だ
と
考
へ
つ
ゝ
、
激
し
き
霰
の
音
を
聞
き
つ
ゝ
、
三
月
二
十
日
午
後
十
二
時
謹
ん

で
綴
る
。

（
明
治
四
十
五
年
三
月
二
十
五
日

紀
南
新
聞
所
載
）
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後

書

一
、
本
書
又
森
家
所
藏
に
係
る
古
新
聞
よ
り
得
た
る
も
の
に
し
て
、
主
と
し
て
井
上
豊
太
郎
氏
の
寄
稿
を
集
め
た
り
。

は
じ
免
他
の
人
々
の
寄
書
を
も
収
録
す
る
豫
定
な
り
し
爲
、
湯
川
生
の
小
中
王
子
の
記
と
、
片
山
隆
三
氏
の
嗚
呼
呑
海

君
を
も
寫
し
た
り
。
然
る
に
井
上
氏
の
記
事
の
み
に
て
も
、
よ
く
一
書
を
な
す
と
分
か
り
た
る
に
つ
き
、
同
氏
の
分
の

み
集
め
た
り
。
見
る
人
よ
く
そ
れ
こ
こ
ろ
せ
ら
れ
よ
。

一
、
井
上
氏
初
期
の
文
と
現
在
の
も
の
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
成
長
の
あ
り
歴
々
た
り
。

昭
和
二
十
六
年
八
月
三
十
日
夜

清
水

長
一
郎

デ
ジ
タ
ル
化
を
終
わ
っ
て

一
、
入
力
し
な
が
ら
既
に
入
力
し
た
『
森
彦
太
郎
遺
文
集
』
と
類
似
の
多
い
の
に
気
付
い
た
。

一
、
今
回
の
遺
文
集
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
は

「
石
山
法
難
と
釋
春
頓
」
と
「
由
緒
深
き
小
中
王
子
神
社
に
就
い
て
」
で

、

あ
る
。
私
も
も
っ
と
川
辺
町
・
御
坊
市
だ
け
で
な
く
日
高
郡
内
ひ
ろ
く
見
聞
を
広
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

一

こ
の

遺
文
集

も

友
人
の
Ｈ

Ｐ
上
で
公
開
し
よ
う
と
考
え
た
が

井
上
氏
が
逝
去
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
二(

一

、

「

」

、

．

、

九
六
七)

年
で
、
今
年
で
丁
度
四
十
一
年
目
で
あ
る
。
問
題
は
な
い
と
思
う
が
最
近
は
著
作
権
や
個
人
情
報
が
事
の
ほ

か
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
の
便
宜
を
図
る
の
み
と
し
よ
う
。

一
、
井
上
氏
の
一
人
娘
（
結
婚
し
河
原
迪
）
は
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
に
在
住
で
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
十
二
月
父
の

『
日
高
路
の
碑
巡
礼
』
出
版
の
折
音
信
あ
り
、
そ
の
後
交
信
し
て
い
な
い
。

平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
七
月
九
日

清
水

章
博


